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制作意図を言語化する授業の実践 
Webページのコンセプトを考えさせる 



発表の概要 
� はじめに 
� 授業実践の内容 
� 授業を行った結果 
� 今後の課題 
� おわりに 



はじめに（１） 
 
実践において重点をおいた事柄 

� 情報科で実践する「言語活動」 

� 実習において「制作意図」を重視する 
（ＰＤＣＡにおけるＰ…計画を重視） 
 
� ネット環境を活用することにより全員参加の授業 



はじめに（２） 
� 言語活動の充実 
　　「各教科・科目等の指導に当たっては、生徒の
思考力、判断力、表現力等をはぐくむ観点から、
基礎的・基本的な知識及び技能の活用を図る学習
活動を重視するとともに、言語に関する関心や理
解を含め、言語に対する能力の育成を図る上で必
要な言語環境を整え、生徒の言語活動を充実する
こと」 



はじめに（３） 
� 「情報の科学的な理解」の再確認 
　「情報活用の基礎となる情報手段の特性の理解と、
情報を適切に扱ったり、自らの情報活用を評価・
改善するための基本的な理論や方法の理解」 
（H9.10第1次報告「体系的な情報教育の実施に向けて」） 

 
　よりよい情報活用を目指すために、情報そのもの
について理解を深めるとともに、問題解決の手順
と結果の評価、人間の知覚、記憶、思考などにつ
いての特性、情報を表現するための技法などにつ
いて基礎的な理論や方法を学び実践すること。
（H12.3高等学校学習指導要領解説情報編） 



本授業の位置付け 
� 内容　　情報C『Webページの制作』	
� 授業計画	
　　　課題の提示・Web	ページの作り方　1時間	

　　　コンセプトを考える　　　　　　　2時間	

　　　テーマの決定・ページの検討　　　3時間	

　　　Web	ページの作成　　　　　　　　5時間	

　　　相互評価　　　　　　　　　　　　4時間	

　　　Web	ページの修正　　　　　　　　3時間	

　　　修正したWebページの相互評価　　	4時間	

　　　　　　　　　計　　　　　　	　　22時間	



授業の展開 
①  コンセプトとは何か 
②  コンセプトを言葉で表現しよう１ 
③  コンセプトを言葉で表現しよう２ 
④  コンセプトをＷｅｂページに反映する方法を考
えよう 

⑤  グループ討論・発表 



①コンセプトとは何か 
� テレビＣＭを利用して、 
　製品の購買層・製品の特長などと 
　ＣＭにおける表現との関連を生徒に解説 



②コンセプトを言葉で表現しよう１ 
�  ○○高校○○科のＷｅｂページを生徒に見せ 
　そのＷｅｂページのコンセプトが何であるかを 
　考えさせる。 
� 回答はＷｅｂの入力 
　フォームに各自で入力。 
� 全員が回答したら 
　すぐに結果発表！ 



③コンセプトを言葉で表現しよう２ 
� 乳製品メーカーのＷｅｂページを生徒に見せ 
　そのＷｅｂページのコンセプトが何であるかを 
　考えさせる。 
� 回答方式は同じ。 
� なぜ乳製品メーカーか？ 



④Ｗｅｂページに反映する方法を考
えよう 
� 以後の授業では、コンセプト　 
　　　　　　　　　　　　　→　Ｗｅｂページ 
　として制作することになるので 
 
　抽象的な言語　→　具体的な表現方法 
 
　の検討をさせる。 
 
� 回答は、Ｗｅｂの入力フォームで。 



⑤グループ討論・発表 
� ③・④の回答結果を踏まえて、 
　　　他の人がどのように感じているか 
　　　どのような言葉ならば、より伝わるか 
　　　どのように表現すると、よりよくなるか 
　などを考えながら、 
　意見をまとめさせ発表！ 



評価について 
A)  「生徒がコンセプトについて理解したかどう
か」に対する評価 

B)  「授業によって生徒がどのように変化したか」
に対する評価 

C)  評定を算出する際に、どう扱ったか 



Ａ）生徒の理解について 
� 自己評価をＷｅｂのフォームで回答 
� コンセプトという考え方が理解できたか 
　　　　　わかった　　　　　　　　９０％超 
 
� コンセプトを言葉で表現できるようになったか 
　　　　　できるようになった　　５６％ 
 
� 実現するための工夫が考えられたか 
　　　　　考えられた　　　　　　　９０％超 



あるクラスの集計結果 



生徒の感想 
� 普段は何気なく見てたCMやホームページだけど、
改めて見て考え直していろいろな意図があるんだ
なって思った 

� 言葉にするのは難しいと思った。人の意見を聞い
て授業をして、共感できたり、色々気付かされた
りしたのでよかったと思います。 

� やや漠然としていると思うちょっと分かりずらい 



Ｂ）生徒の変化について 
� 生徒作品に書かれたコンセプトを比較することで
効果を測る 

 
� ２００８年度　…　ＣＭを見せて解説しただけ 

� ２００９年度　…　言葉で表現させる練習をした 

� ２０１０年度　…　本発表の授業 



２００８年度の生徒作品に書かれたコン
セプト 

� 興味を持ってもらうってことですね。なので文字
はあまり多すぎないようにしました。○○さんの
イラストを中心にお楽しみください。 

� クラスのみんなを対象に、太鼓の種類やそれを彩
る笛・鐘・チャッパなど紹介し、太鼓の面白さを
分かってもらおうと思います。 

知ってもらう・分かってもらう系・
紹介するものの感想が多数 



２００９年度の生徒作品に書かれたコンセプ
ト 

� アルパカがもこもこしていて、優しいイメージな
ので、このホームページも優しい色を使ってつく
りました。 

� イルカや海をイメージして青を基調として、イル
カの絵やアイコン、写真をできるだけ多く取り入
れて見やすいように、自分なりに工夫したつもり
です。 

イメージを表現したものが現れた 



２０１０年度の生徒作品に書かれたコンセプ
ト 

�  ○○のほかの飴とは違う高級感のようなもの意識
しました。パッケージの花柄をイメージしてかわ
いらしさも含めました。 

� 背景を黒にしてTOPの文字を 金色でまとめて 
ちょっとした贅沢を表現しました。 

イメージと具体化する方法を
併記したものが増えた 



Ｃ）評定について 
� 本授業における生徒の活動は、まったく評定には
反映していない 

� この授業後に生徒はＷｅｂページを制作するが、
できあがった作品を評価する際にコンセプトにつ
いての項目を設け、作品の評価を評定算出の際に
反映している 



今後の課題 
� 題材の再検討 

� 討論の方法を再検討 

� 紹介するものにマッチしたコンセプトを考えさせ
る必要性 



おわりに 
� 問題解決でよく取り上げられる 
　　PDCAサイクル 
　（Plan計画－Do実行－Check評価－Act改善） 
　　出だしのＰが重要！　 
　　ちなみに、この授業の後、 
　　制作→相互評価→改善→再相互評価 
　　を行っています。 
　　Ｄｏだけの授業は「パソコン教室」!? 


